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［要約］世界をマクロスコーピックに捉える相対性理論は，実

在論的な立場から演繹的な論理に基づいて構築されてきた．世

界をミクロスコーピックに捉える量子論は，確率論的な立場か

ら，帰納的な論理に基づいて構築されてきた．宇宙と地球など

の自然の系や動植物などの生命と社会の系における物質・エネ

ルギー・情報の循環と融合などのメゾスコーピックな中間の世

界では，実在論的な推論と確率論的な推論が共存しており，自

然の循環と融合の論理が働いている．中間の世界では，自然は

部分域と全体域を誘導合致させて自らの定常性を確保してい

る．                                               

[abstract] The Relativity Theories that view the world macroscopically 

have been composed primarily of deductive logic, which is based on the 

standpoint of realism. The Quantum Theories that view the world 

microscopically have been composed primarily of inductive logic, which 

is based on the standpoint of probability theory. In contrast to these 

theories, the mesoscopic intermediate world, which pertains to the issues 

concerning circulation and fusion of matter-energy-information in 

natural systems like the universe and the earth and life-social systems 

like animals and plants, seems to be a world in which the standpoint of 

realistic inference can coexist with that of probabilistic inference. The 

intermediate world logic pertains to the logic of circulation and fusion in 

natural and life-social systems, and in the mesoscopic intermediate 

world, Nature regains steady state through inducing fitting between 

partial field and entire field. 

 １ 知識と行動の学際的な研究基盤を確立するために中間の世

界の論理を考える                                    

【１】世界をマクロスコーピックに捉える相対性理論は，実在

論的な立場から，主として演繹的な論理に基づいて構築され，

展開されてきた． 

【２】また，世界をミクロスコーピックに捉える量子力学や量

子場理論などの量子論は，確率論的な立場から，主として帰納

的な論理に基づいて構築され，展開されてきた． 

【３】これらに対し，宇宙や地球などの自然の系や動植物など

の生命と社会の系における物質・エネルギー・情報の循環と融

合やネットワークの問題など，われわれの目線のレベルのリア

リティーを取り扱うメゾスコーピックな中間の世界は，実在論

的な因果の推論と確率論的な相関の推論が共存する世界であ

る． 

【４】実在論的な因果の推論とは時間（空間）の情報が原因と

なって空間（時間）の情報が結果となり，その空間（時間）の

情報が次の原因となって時間（空間）の情報が次の結果となっ

て次々に続いていく推論のことである． 

【５】確率論的な相関の推論とは演繹的な論理（ＸorＹ）と帰

納的な論理（ＸandＹ）が順行的な推論と逆行的な推論による両

側的な視点から，自然の分割（ＸorＹ）と組み換え（ＸandＹ）

の相互作用を通じて蓋然的に調節し合い，今ここにおける情報

の意味を限定し同定する推論のことである．自然の分割（Ｘor

Ｙ）の相互作用は事物や事象の根底にある粒子的な性質の現れ

であり，自然の組み換え（ＸandＹ）の相互作用は事物や事象の

根底にある波動的な性質の現れであるものと考えられる． 

【６】人間の推論では，確率論的な相関の推論は無意識の推論

として潜在化して先行し，実在論的な因果の推論は意識の推論

として後続して顕在化するものと考えられる． 

【７】中間の世界では，自然は事物や事象の全体域の情報を部

分域の情報に深化する機能を果たす演繹的な推論（ＸorＹ）と

事物や事象の部分域の情報を全体域の情報に広域化する機能を

果たす帰納的な推論（ＸandＹ）を相補的に共存させて，事物や

事象の情報を高深度・広域・高次のものに統合し，今ここにお
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ける内外の環境の変化に抗し，またはこれを吸収して，システ

ムの状態の定常性を確保している． 

【８】そこでは過去から現在に向かうフィード・フォワードの

順行的な推論と現在から過去に向かうフィード・バックの逆行

的な推論が相補的に共存して両側的に作用し，互いに調節し合

って，今ここにおける新たな情報の意味を限定し同定してい

る． 

【９】そして，そのような中間の世界が有する特性や条件があ

るからこそ，自然史や人類史という歴史的な時空間のストーリ

ー構造が連綿として織り上げられ，その記録が重層的に刻まれ

てきたのである． 

【10】中間の世界の論理とは，『自然の循環と融合の論理』のこ

とである．それは，時間の情報が主成分の演繹による，高深度

を貫く推論（ＸorＹ）と，空間の情報が主成分の帰納による，

広域を連ねる推論（ＸandＹ）が，互いに相補的に接合し合っ

て，時空間の情報をアブダクションという高次の推論で統合

し，世界の今ここにおいて存在し生起する事物や事象の情報

を，高深度・広域・高次のストーリー線として自己完結的に自

己組織化していく，宇宙と地球などの自然の系や動植物などの

生命と社会の系における物質・エネルギー・情報の循環と融合

の論理のことである． 

 

２ 自然の倫理としての「自然の循環と融合の論理」を考える 

【１】２１世紀に生きるわれわれは，地球環境問題，資源・エ

ネルギーの枯渇，貧富の差の拡大，人口の爆発，新たな感染症

の流行や難病の発生，災害や事故の巨大化，民族・宗教・文

化・政治・経済をめぐる対立と紛争の激化や衝突と戦いの頻

発，凶悪な犯罪やいじめ・虐待行為の多発，人工物とその自動

化への過度の依存など，地球規模の難題群の発生に直面し，今

や紛れもなく，生存と進化の袋小路に陥っている． 

【２】自然の系や生命・社会の系には,（１）安定度を増大させ

る保存の方向性, すなわち, 内部エネルギーを減少させる方向

性と,（２）自由度を増大させる変革の方向性，すなわち, エン

トロピーを増加させる方向性，の相補的な二つのベクトルが相

互に作用し, 循環して, 融合という臨界性を実現し, 自然のシ

ステムに恒常性（ホメオスタシス）や定常性が維持されている

ものと考えられる. 

【３】ところが，人間が生み出した数学や論理学の論理では，今

日に至るまで，こうした相補的なベクトルを逆理（パラドックス）

とみなして，自らは対象とせずに，その取り扱いを専ら哲学的な

推論に委ねてきた． 

【４】「自然の循環と融合の論理」とは，自然の系や生命・社会

の系に内在する論理であり，自然や生命・社会のシステムを, 

その部分域同士が互いに斥け合うという，ネガティヴ・フィー

ドバックと, その部分域同士が互いに引き合うという，ポジテ

ィヴ・フィードバックの間の大きなネガティヴ・フィードバッ

クの行き来として捉え，恒常性（ホメオスタシス）や定常性を

自己完結的に実現して行く，非平衡システムにおける非線形の

動態的な論理のことである． 

【５】２１世紀に生きるわれわれは人間の過去の営みが招いた地

球規模の難題群の発生に直面している．そして，それらは根元的

には，近代以降の主知主義的な伝統によって，数学や論理学の「演

繹の論理」に対する過度の傾斜と偏向が続いてきたことに起因し

ている. 

【６】つまり，生存と進化の袋小路とは，近現代の長い期間を

通じて，自然の系や生命・社会の系が示す相補的な二つのベク

トルの間の循環と融合を，高深度・広域・高次の思考や行動と

して実現することができずに，「演繹の論理」によって，主とし

て領域的で高深度の知識と行動を追求し，専ら自己や人間とい

う足元の部分域の最適化だけを優先して実現し続け，他者や生

態系を含めた全体域の最適化との統合を軽視してきた経年の営

みの累積的な結果が招いた不幸な結末だと言えるだろう． 

【７】様々な時間・空間のスケールで問題が生起し，多様な姿

をもつ自然を破壊し自律的な人間の精神の荒廃を伴ってきた地

球規模の難題群の発生に対して，われわれが主体的かつ能動的

に対処して持続可能性を確保するためには, 人間の営みのパラ

ダイムを，「自然の循環と融合の論理」によりよく適合するもの

に転換しなければならない． 

 

３ 『ラティスの構造モデル』は自然や生命・社会の系の相補的な

二つのベクトルの間の「循環と融合の論理」を表わす自然のシス

テムの相互作用のモデルである 

【１】Ｘ, Ｙ, ＸorＹ（exclusive）, ＸandＹ, からなる数学的な

ラティスは静態的な論理概念である. 

『ラティスの構造モデル』（Model of Lattice Structure）は自然の系

や生命・社会の系において，互いに“斥け合う”という両側的な

視点からのネガティヴ・フィードバックをラティスのＸorＹに見

立てて（ＸorＹ）と表し, 互いに“引き合う”という両側的な視

点からのポジティヴ・フィードバックをラティスのＸandＹに見

立てて（ＸandＹ）と表して,自然の系や脳を含む生命・社会の系

の保存（ＸorＹ）と変革（ＸandＹ）の二つの相補的なベクトルの

相互作用を次の四本の計算式で表現するところの「自然の循環と

融合の論理」の構成的な動態モデルである. 

【２】自然の系や生命・社会の系において,相互に作用する二つ

の部分域をＰ₂ ，Ｐ₁ とし,それぞれが保持するエネルギーの準

位の相対的な比率を ℓＰ₂，ℓＰ₁ として,   

ℓＰ₂＝１，1＞ℓＰ₁＞０，とする. 

 

ℓＰ₂／ℓＰ₁＞（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂  ① 

ℓＰ₂／ℓＰ₁＜（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂  ② 

ℓＰ₂／ℓＰ₁＝（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂  ③ 

  (ＦＬ＋ＣＬ)2＝ＦＬ        ④ 

 

ＦＬは,系における，二つのベクトルの融合という臨界点のエネ

ルギー準位を意味する．ここでエネルギー準位とは,位置エネル

ギーと運動エネルギーを合わせた全エネルギーの準位をいう. 

ＣＬは相互作用のために,Ｐ₂からＰ₁へ移動するエネルギ－の準

位をいう. 



【３】具体的に述べると，二つの計算項 ℓＰ₂／ℓＰ₁，（ℓＰ₂＋

ℓＰ₁）／ℓＰ₂ は, ℓＰ₂とℓＰ₁の格差が大きくなると, 前者の計

算項の値が大きくなり, 後者の項の値が小さくなる. ℓＰ₂とℓＰ₁

の格差が小さくなると, 前者の計算項の値が小さくなり, 後者の

項の値が大きくなる.このように二つの計算項 ℓＰ₂／ℓＰ₁ ,（ℓ

Ｐ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂ が互いに相補的な動きを示すことがわかる. 

【４】ℓＰ₂／ℓＰ₁ を「斥け合う力」を表象するものと見立てる

ならば，（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂ は「引き合う力」を表象するも

のと見立てることができる．これは式①式②において，ℓＰ₁

が，ℓＰ₁＞（√５－１）／２≒0.61803398 の値域で有理数の値

を取り，ℓＰ₁＜（√５－１）／２≒0.61803398 の値域で無理数

の値を取るときに実現する.この場合，「引き合い」では，互い

の波長が近接する二つの波形同士が両側的な視点から波形と情

報の共振パターンを探索し合い，「斥け合い」では，互いの波

長が離隔する二つの波形同士が両側的な視点から波形と情報の

非共振パターンを探索し合う作用をする．結果として式①では

「斥け合う力」が勝ることになる．反対に式②では「引き合う

力」が勝ることになる． 

【５】ℓＰ₂／ℓＰ₁ を「引き合う力」を表象するものと見立てる

ならば,（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂ は「斥け合う力」を表象するもの

と見立てることができる.これは式①式②において,ℓＰ₁が, ℓＰ₁

＜（√５－１）／２≒0.61803398 の値域で有理数の値を取り, ℓ

Ｐ₁＞（√５－１）／２≒0.61803398 の値域で無理数の値を取る

ときに実現する.この場合，「引き合い」では，互いの波長が離

隔する二つの波形同士が両側的な視点から波形と情報の共振パタ

ーンを探索し合い，「斥け合い」では，互いの波長が近接する二

つの波形同士が両側的な視点から波形と情報の非共振パターンを

探索し合う作用をする．結果として式①では「引き合う力」が勝

ることになる．反対に式②では「斥け合う力」が勝ることにな

る． 

【６】式③の解は，ℓＰ₁＝（√５－１）／２≒0.61803398 とな

る．それは，この値で，左辺の項が示す作用の力と，右辺の項

が示す作用の力が均衡していることを示すところの，臨界点

（ＦＬ）のエネルギー準位を意味している．これにより，式④

において，ＣＬ＝√｛(√５－１)／２｝－（√５－１）／２≒

0.168117389 となる. 

【７】 式①の作用が，式③の臨界性からの逸脱である場合に

は，式②の作用は，式③への回帰となる．また，式②の作用

が，式③からの逸脱である場合には，式①の作用は，式③の臨

界性への回帰となる．臨界性からの逸脱と臨界性への回帰が自

然の循環と融合の現象を示している． 

 

４ 「自然の循環と融合の論理」は，時間の情報と空間の情報を時

空間の情報構造として統合し，三つのフェーズの「自然の循環と

融合の論理」を実現する 

【１】『自然の高深度・広域・高次の循環と融合のモデル』  

（Model of Deep, Wide, High-dimensional Circulation and Fusion of 

Nature）は，［フェーズ I］［フェーズ II］［フェーズ III］とい

う三つの態様の「自然の循環と融合の論理」を実現している． 

【２】３の【４】のように，式①が［離隔する部分域同士( ℓＰ₁

＜（√５－１）／２≒0.61803398 の値域 )が互いに斥け合う作

用］（ＸorＹ）＞［近接する部分域同士( ℓＰ₁＞（√５－１）／２

≒0.61803398 の値域 )が互いに引き合う作用］（ＸandＹ）で, 式

②が［離隔する部分域同士が互いに斥け合う作用］（ＸorＹ）＜［近

接する部分域同士が互いに引き合う作用］（ＸandＹ）の場合, 自

然は［フェーズ I］として, 離隔する部分域同士が互いに斥け合

う作用と，近接する部分域同士が互いに引き合う作用が交互に現

われる，高深度で領域的な循環と融合の論理を示す．この高深度

で領域的な循環と融合の論理は，演繹の推論に当たるものである． 

【３】３の【５】のように，式①が［離隔する部分域同士が互い

に引き合う作用］（ＸandＹ）＞［近接する部分域同士が互いに斥

け合う作用］（ＸorＹ）で，式②が［離隔する部分域同士が互いに

引き合う作用］（ＸandＹ）＜［近接する部分域同士が互いに斥け

合う作用］（ＸorＹ）の場合，自然は［フェーズII］として，離隔

する部分域同士が互いに引き合う作用と，近接する部分域同士が

互いに斥け合う作用が交互に現われる，低深度で広域的な循環と

融合の論理を示す．この低深度で広域的な循環と融合の論理は，

帰納の推論に当たるものである． 

【４】３の【４】の作用と３の【５】の作用が交互に働く場合，

自然は［フェーズ III］として，［離隔する部分域同士が互いに斥

け合い］（ＸorＹ）［近接する部分域同士が互いに引き合う］（Ｘand

Ｙ）作用と，［離隔する部分域同士が互いに引き合い］（ＸandＹ），

［近接する部分域同士が互いに斥け合う］（ＸorＹ）作用が交互に

現われる，高深度・広域・高次の循環と融合の論理を示す．この

高深度・広域・高次の循環と融合の論理は，アブダクションの推

論に当たるものである． 

 

５ 自然や生命・社会の系の持続可能性の進化と縮退を考える 

【１】自然や生命・社会の系には，部分（ＸorＹ）／全体（Ｘand

Ｙ）, 深さ（ＸorＹ）／拡がり（ＸandＹ）, 斥け合う（ＸorＹ）

／引き合う（ＸandＹ）, 競争（ＸorＹ）／協調（ＸandＹ）など，

「自然の循環と融合の論理」を表わす「（ＸorＹ）／（ＸandＹ）」

という互いに相補的なベクトルの相互作用の枠組みが多様に存

在している．この枠組みは，（ＸorＹ）という主としてタテ方向の

演繹の推論プロセスと，（ＸandＹ）という主としてヨコ方向の帰

納の推論プロセスとの相補的なベクトルの間の循環と融合の相

互作用を表わしている． 

【２】その典型例として，「部分（ＸorＹ）／全体（ＸandＹ）」

を取り上げてみよう．持続可能性を確保し進化させるためのポ

イントは，例えば「自己・人間」という部分の最適化（Ｘor

Ｙ）を目指すタテ方向の演繹の推論プロセスと，「他者・生態

系」を含む全体の最適化（ＸandＹ）を目指すヨコ方向の帰納の

推論プロセスという二つの相補的なベクトルを循環し融合させ

て，高深度で広域的な知識と行動をより自由度の高い高深度・

広域・高次のものに統合することにより，二つのベクトルの共

進化を達成していくことにある．これは，当該の系が外乱や内

乱という今ここにおける環境の変化に抗してそれを吸収し，恒

常性や定常性を回復する上で，チャンスが大きくリスクも小さ



いので，持続可能性が進化する方向につながるベストの道とな

る. 

【３】「他者・生態系」を含む全体の最適化（ＸandＹ）を軽ん

じて，「自己・人間」という部分の最適化（ＸorＹ）に偏って

しまうと，一時的な持続はあっても, やがては生存の領域が限

局されたものとなるだろう．これは，当該の系が外乱や内乱に

抗してそれを吸収し恒常性や定常性を維持する上で，リスクは

小さいがチャンスも小さいので，持続可能性が縮退する方向に

つながるだろう.「自己・人間」という部分の最適化（ＸorＹ）

を軽んじて，「他者・生態系」を含む全体の最適化（ＸandＹ）

に偏ってしまうと，生存の基盤を喪失するので，成り立たずに

消滅するだろう.これは，当該の系が外乱や内乱に抗してそれを

吸収し恒常性や定常性を維持する上で，チャンスは大きいがリ

スクも大きいので，持続可能性が縮退する方向につながるだろ

う.「自己・人間」という部分の最適化（ＸorＹ）と「他者・生

態系」を含む全体の最適化（ＸandＹ）が矛盾し相食む分断の状

況は, 当該の系が外乱や内乱に抗してそれを吸収し恒常性や定

常性を維持することを困難にし，持続可能性が著しく損なわれ

るので，早晩に破局と滅亡をもたらすだろう． 

国家という人間の集団の関係においてもグローバルな全体の

最適化（ＸandＹ）を欠いたナショナリズムという部分の最適化

（ＸorＹ）だけでは，一時的な持続はあっても, やがては生存

の領域が限局されたものとなるだろう．ナショナリズムという

部分の最適化（ＸorＹ）を放擲したグローバルな全体の最適化

（ＸandＹ）だけでは，生存の基盤を喪失するので，成り立たず

に消滅するだろう. ナショナリズムという部分の最適化（Ｘor

Ｙ）とグローバルな全体の最適化（ＸandＹ）が矛盾し相食む分

断の状況は, 早晩に破局と滅亡をもたらすだろう． 

【４】もう一つの典型例として，「守成（ＸorＹ）／創成（Ｘ

andＹ）」を取り上げてみよう．人間が環境の変化や変動を乗り

越えて持続的な生存と進化を遂げるためには，その営みの「守

成」（ＸorＹ）の契機と「創成」（ＸandＹ）の契機をしっかりと

捉えて両立させることが不可欠である.こうして，両方の契機の

ための知識と行動を矛盾なく融合し循環させて実現し，個人と

集団が，資源やエネルギーの利用効率と活用効果を上げるため

の営みをエンドレスに追求して達成することが可能となる． 

【５】これは，生存の現在域の最適化と，未来域の最適化を両

立させる知識と行動を矛盾なく実現することにつながる必須の

営みである．ここで「守成」とは既存の方法によって，資源や

エネルギーの利用効率と活用効果を維持し高めることを言い,

「創成」とは既存の方法を踏まえた，新規の方法によって,資源

やエネルギーの新たな利用効率と活用効果を創り出すことを言

う．「創成」を欠いた「守成」では，一時的な持続はあっても,

やがては生存の領域が限局されたものとなるだろう．「守成」を

放擲した「創成」だけでは，生存の基盤を喪失するので，成り

立たずに消滅する．「守成」と「創成」が矛盾し相食む分断の状

況は, 早晩に破局と滅亡をもたらすだろう．われわれは「守

成」と「創成」の営みを循環させて融合し，生存の現在域の最

適化と，未来域の最適化を，両立させる知識と行動を矛盾なく

実現し続けなければならない． 

 

６ 『自然の系の電磁作用場のモデル』は，自然の系の自己組

織化作用における部分域と全体域の誘導合致のプロセスを表象

する 

【１】『自然の系の電磁作用場のモデル』(Model of electro- 

magnetic function field of Natural systems) は，通時的な空間で表わ

される「時間の情報」（ＸorＹ）と共時的な時間で表わされる

「空間の情報」（ＸandＹ）が交互に連接し，時空間の情報のス

トーリー構造が自己組織化されて作動し遂行される自然の系・

生命と社会の系の電磁作用の場の座標のモデルである.  

「自然の系の電磁作用場」の電場で形成される「時間の情報」

（ＸorＹ）が事物や事象の全体域の情報を部分域の情報に分割

し，磁場で形成される「空間の情報」（ＸandＹ）が部分域の情

報を全体域の情報に組み換えるという相補的なプロセスを循環

させ融合させて，当該の系は，内外の環境の外乱や内乱に抗し

てこれを吸収し，システムの恒常性や定常性を維持し確保して

いる．これが自然の系の自己組織化作用における部分域と全体

域の誘導合致のプロセスである． 

なお，このプロセスの時空間上の軌跡は時計回り（または反時

計回り）と反時計回り（または時計回り）の螺旋形状を描く

が，モデルでは直交座標で近似している． 

【２】自然の系・生命と社会の系は,現前の［今］［ここ］におい

て発生する事物・事象の情報を，Ｘ軸＝「事実」の情報の空間軸，

Ｙ軸＝時間軸，Ｚ軸＝「価値」の情報の間軸からなる「自然の系

の電磁作用場」という自然の情報処理の場に記録して,互いに相

補的な「時間の情報」（ＸorＹ）と「空間の情報」（ＸandＹ）を交

互に連接した時空間の情報のストーリー構造として自己組織化

し，作動させて，内外の環境の外乱や内乱に抗しこれを吸収して

系の恒常性や定常性が維持され保全される方向に働く． 

座標の上で，三軸の情報は，互いに同型なストーリー構造のシー

クエンスを描きながら,互いに一対一に対応して布置される. 

「価値」の情報とは，当該の系が外乱や内乱に抗してこれを吸収

し，系の恒常性や定常性を維持し保全する方向に働くチャンスと，

そのような方向には働かないリスクの大きさを評価する情報で

ある． 

【３】「時間の情報」と「空間の情報」は次のように定義される． 

「時間の情報」とは，空間の軸が同じ位置の［ここ］において,

時間的に継起して，異時的に存在・生起した，自然の事物・事

象の「事実」または「価値」に関する一対の情報の（ＸorＹ）

という通時的で，差異的で，排他的的な組み合わせをいう． 

「空間の情報」とは，時間の軸が同じ位置の［今］において, 

空間的に隣接して，同時的に存在・生起した，自然の事物・事

象の「事実」または「価値」に関する一対の情報の（ＸandＹ）

という共時的で，類似的で，包括的な組み合わせをいう． 

【４】「自然の系の電磁作用場」において，「自然の循環と融合の

論理」により，互いに“斥け合う”というネガティヴ・フィード

バックの作用と，互いに“引き合う”というポジティヴ・フィー



ドバックの作用が，交互に働いて，「時間の情報」と「空間の情報」

が連接され，「起(begin)」「承(succeed)」「転(change)」「結(conclude)」

の自己完結的なプロセスからなるストーリー構造が自己組織化

され，その記録は入れ子の構造として重層的に保存される.  

９に記述する「情報の保全と再編成のメカニズム」が記録の入れ

子構造としての重層的な保存を可能にしている. 

【５】「起」Ｘ→「承」Ｙが時間の情報で，「承」Ｙ’→「「転」

Ｘ’が空間の情報，そしてＸ”[転」→Ｙ”「結」が時間の情報

という順序で統合され定常化された当該の系の時空間の情報構

造は，「ＸにＹが継起するように，Ｘ”にＹ”が継起する」と

いう時間的な情報の同型性に基づくタテ型の類比のトップ・ダ

ウン推論を実現し，演繹の推論と呼ばれる． 

それは，まず事物や事象の全体域の情報を部分域の情報に分割

し（電場における演繹の論理による時間の情報の処理），次に

部分域の情報を全体域の情報に組み換え（磁場における帰納の

論理による空間の情報の処理），さらに全体域の情報を部分域

の情報に分割する（電場における演繹の論理による時間の情報

の処理）プロセスを通して，トップ・ダウン推論でタテ型の類

比に基づいて全体域の情報を部分域の情報に分解し分析する機

能を果たし，領域的で高深度の情報処理を担う． 

このプロセスは，「自然の循環と融合の論理」に内在する「自

然の最小作用の原理」に基づく自然の根元的な働きである． 

また，このプロセスの時空間上の軌跡は時計回り（または反時

計回り）の螺旋形状を描く． 

【６】「起」Ｘ→「承」Ｙが空間の情報で，「承」Ｙ’→「「転」

Ｘ’が時間の情報，そしてＸ”[転」→Ｙ”「結」が空間の情報

という順序で統合され定常化された当該の系の時空間の情報構

造は，「ＸがＹと同期するように、Ｘ”がＹ”と同期する」と

いう空間的な情報の同型性に基づくヨコ型の類比のボトム・ア

ップ推論を実現し，帰納の推論と呼ばれる． 

それは，まず事物や事象の部分域の情報を全体域の情報に組み

換え（磁場における帰納の論理による空間の情報の処理），次

に全体域の情報を部分域の情報に分割し（電場における演繹の

論理による時間の情報の処理），さらに部分域の情報を全体域

の情報に組み換える（磁場における帰納の論理による空間の情

報の処理）プロセスを通して，ボトム・アップ推論でヨコ型の

類比に基づいて部分域の情報を全体域の情報に合成し総合する

機能を果たし，広域的で低深度の情報処理を担う． 

このプロセスは，「自然の循環と融合の論理」に内在する「自

然の最小作用の原理」に基づく自然の根元的な働きである． 

また，このプロセスの時空間上の軌跡は反時計回り（または時

計回り）の螺旋形状を描く． 

【７】電場における時間の情報の処理→磁場における空間の情

報の処理→電場における時間の情報の処理の順序で統合され当

該の系が定常化されたタテ型の類比のトップ・ダウン推論と，

磁場における空間の情報の処理→電場における時間の情報の処

理→磁場における空間の情報の処理の順序で統合され当該の系

が定常化されたヨコ型の類比のボトム・アップ推論を，交互に

大きく循環させて融合し，タテ型の推論による高深度の情報と

ヨコ型の推論による広域の情報を高次のレベルで蓋然的に統合

し，より普遍的な系として定常化し，互いに時間と空間の位置

が離隔した情報を時空間のより普遍的な高次の情報として再生

（リサイクル）し，系の物質・エネルギー・情報の断片化と分

散化を防いでいるのが，アブダクションと呼ばれる斜め（ナナ

メ）型の高次の統合の推論であり，高深度・広域・高次の情報

処理を担っている． 

このプロセスは，「自然の循環と融合の論理」に内在する「自

然の最小作用の原理」に基づく自然の根元的な働きである． 

また，このプロセスの時空間上の軌跡は時計回り（または反時

計回り）の螺旋形状から反時計回り（または時計回り）の螺旋

形状へ反転し，さらに時計回り（または反時計回り）の螺旋形

状へと反転を繰り返す形で描かれる． 

 

７ 『自然の系の電磁作用場のモデル』を人間の脳という「知」

「情」「意」の認知場に適用する 

【１】生命・社会の系としての人間の経験と学習の認知，思考 

と行動，評価と感情の不可思議を解明していくためには，『自然

の系の電磁作用場のモデル』を人間の脳という「知」「情」「意」

の認知場に適用しなければならない． 『３軸認知場のモデル』

（Model of Three-axis Cognitive Field）は「知」「情」「意」のそれぞ

れについて，通時的な空間で表わされる「時間の情報」（ＸorＹ）

と共時的な時間で表わされる「空間の情報」（ＸandＹ）を交互に

連接して，時空間の情報がストーリー構造として自己組織化され

て作動し遂行され，内外の環境の外乱や内乱に抗しこれを吸収し

て系の恒常性や定常性が維持され保全される方向に働く人間の

脳という認知場の座標のモデルである. 

（１）「知」は「事実」の系を意味し，主として，主体・他者の誰

か，事物・事象の何かが，何をした，どのようになった，どのよ

うに存在した，という経験と学習の「認知の情報」を表象する． 

（２）「情」は「価値」の系を意味し，主として，「事実」の系お

よび「目的」の系の個々の情報に対するチャンスとリスクの大き

さを表す「評価・感情の情報」を表象する．具体的には，チャン

スを表すポジティヴな評価・感情とリスクを表すネガティヴな評

価・感情の組み合わせによって，選好と回避の順序の評価が決ま

る． 

（３）「意」は「目的」の系を意味し，主として，主体が，何をど

のように考えるのか，主体が，何をどのように行なうのか,とい

う「思考と行動の情報」を表象する． 

【２】人間は,現前の［今］［ここ］において発生する下記の（a），

（b），（c），の三種類の情報を，Ｘ軸＝「事実」と「目的」の空間

軸，Ｙ軸＝時間軸，Ｚ軸＝「価値」の空間軸，からなる「３軸認

知場」という自らの情報処理の場に記録し,「知」「情」「意」の各

系において,互いに相補的な「時間の情報」（ＸorＹ）と「空間の

情報」（ＸandＹ）を交互に連接した時空間の情報のストーリー構

造として自己組織化し，「知」「情」「意」の各系を作動させて，生

存と進化の機能を遂行する．この座標の上で，三種類の情報は，

互いに同型なストーリー構造のシークエンスを描きながら, 互

いに一対一に対応して布置される.そして，［今］［ここ］における



「事実」「価値」「目的」の系のそれぞれの情報は，『双方向の自然

の循環と融合のネットワークモデル』の機序によって，他の２つ

の系の［今］［ここ］における情報との間で, 循環と融合の相互

作用をしている. 

（a）外部環境に存在し生起する事物や事象という事実の経験と

学習に関する「認知の情報」 

（b）「認知の情報」と「思考と行動の情報」に対して,生体の内部

環境が表わす「評価・感情の情報」 

「評価・感情の情報」は,当該の系が外乱や内乱に抗してこれを

吸収し，系の恒常性や定常性を維持し保全する方向に働くチャン

スと，そのような方向には働かないリスクの大きさを評価する情

報である．それは，ポジティブな評価・感情のレベルとネガティ

ブな評価・感情のレベルが組み合わされて，チャンスとリスクの

複合的な情報として表象される. 

（c）「認知の情報」「評価・感情の情報」「思考と行動の情報」の

間に発生する不均衡を発見し,三つの系の関係を制御して,その

時々のベスト・プラクティスに近づけようとする「思考と行動の

情報」. 

【３】３軸認知場の「知」「情」「意」の各系では，「自然の循環と

融合の論理」により，互いに“引き合う”というポジティヴ・フ

ィードバックの作用と，互いに“斥け合う”というネガティヴ・

フィードバックの作用が交互に働いて，「時間の情報」と「空間の

情報」が連接され，「起(begin)」「承(succeed)」「転(change)」「結

(conclude)」の自己完結的なプロセスからなるタテ型・ヨコ型・ナ

ナメ型の推論のストーリー構造が自己組織化され，その記録は 

入れ子の構造として重層的に保存されて，情報の保全と再編成の

メカニズムとして機能している. 

 

８ 自然の系や生命・社会の系は類比の逆行推論によって過去の

事物・事象を参照し,類比の順行推論によって未来の事物・事象

を予測して,［今］［ここ］に対処している 

自然の系や人間の脳を含む生命・社会の系は，フィード・バッ

クとフィード・フォワードの両側的視点から，類比の逆行推論に

よって過去の情報を参照し，類比の順行推論によって未来の情報

を予測して，新たな［今］［ここ］において存在し生起する新しい

事物・事象の情報の意味を次々に同定していく. 

（１）そこでは，時間の情報（ＸorＹ）と空間の情報（ＸandＹ）

を交互に連接しながら，１０に記述する『自然の双方向の循環と

融合のネットワークモデル』（Interactive Circulation and Fusion 

Network Model of Nature）が示すフィード・バックのプロセスによ

って過去の事物・事象を参照し，フィード・フォワードのプロセ

スによって未来の事物・事象を予測して, 現前の［今］［ここ］に

おいて獲得した新しい情報の意味を両側的な視点から限定し同

定する．  

（２）フィード・バックでは，３の【２】に記す ℓＰ₂／ℓＰ₁の

比率に起因する新しい情報の時間と空間の視点に立って，現前

の［今］［ここ］で生じた結果から，過去の［今］［ここ］で生

じた原因を推論する逆行推論に基づき，新しい情報の側から，

既存の情報群に対して，それらの時間と空間の接続パターンと

のマッチングの整合性が探索される. 

（３）それは，新しい情報の側から，新しい情報と最も時間と

空間の接続パターンが似通った既存の情報が選択されて，新し

い情報の側の視点から，新しい情報の意味が推定されるプロセ

スである． 

（４）フィード・フォワードでは，３の【２】に記す ℓＰ₂／ℓ

Ｐ₁の比率に起因する既存の情報群のそれぞれの時間と空間の視

点に立って，過去の［今］［ここ］で生じた原因から，現前の

［今］［ここ］で生じた結果を推論する順行推論に基づき，既存

の情報の側から，新しい情報に対して，その時間と空間の接続

パターンのマッチングの整合性が探索される． 

（５）それは，既存の情報の側から，新しい情報と最も時間と空

間の接続パターンが似通った既存の情報が選択され，既存の情報

の側の視点から，新しい情報の意味が推定されるプロセスである． 

 

９ 自然の系や人間の脳を含む生命・社会の系における情報の保

全と再編成のメカニズムを考える 

【１】自然の系や人間の脳を含む生命・社会の系では，「起(begin)」

「承(succeed)」「転(change)」「結(conclude)」の自己完結的なプロセ

スからなるストーリー構造が自己組織化され，その記録は入れ子

の構造として重層的に保存される.  

【２】１０に記述する『自然の双方向の循環と融合のネットワ

ークモデル』（Interactive Circulation and Fusion Network Model of 

Nature）が示す情報のネットワークでは，現前の［今］［ここ］

において形成された広域的な情報のネットワークは，次の

［今］［ここ］において形成される広域的な情報のネットワーク

の下部に包摂される.そこでは，現前の［今］［ここ］の情報

［情報 ｎ］の広域的な情報のネットワークが, 次の［今］［こ

こ］の情報［情報 ｎ＋１］の広域的な情報のネットワークの下

部に包摂され、［情報 ｎ＋１］の広域的な情報のネットワーク

が，さらに次の［今］［ここ］の情報［情報 ｎ＋２］の広域的

な情報のネットワークの下部に包摂されて行く.そして，この場

合に,［情報 ｎ］の広域的な情報のネットワークの記憶の構造

は,［情報 ｎ＋１］の広域的な情報のネットワークの下部構造

として,［情報 ｎ＋１］の記憶の構造は,［情報 ｎ＋２］の下

部構造として,それぞれが未来に向け保全される. しかし,［情

報 ｎ＋１］の広域的な情報のネットワークの平面では,［情報 

ｎ］の広域的な情報のネットワークにおける情報の間に成立し

ていた類似（共通）性（ＸandＹ）と差異（領域）性（ＸorＹ）

の関係に修正を加えて, 再編成することが可能になる. 同様

に，［情報 ｎ＋２］の広域的な情報のネットワークの平面で

は，［情報 ｎ＋１］の広域的な情報のネットワークにおける情

報の間に成立していた類似（共通）性（ＸandＹ）と差異（領

域）性（ＸorＹ）の関係ついても再編成することが可能になる. 

 

１０『双方向の自然の循環と融合のネットワークモデル』

（Interactive Circulation and Fusion Network Model of Nature）を考え

る 

【１】『ラティスの構造モデル』からフィード・フォワードのネ



ットワークの論理を導出する． 

（１）『自然の循環と融合の論理』を表わす『ラティスの構造モデ

ル』の四式から，次のようにして，８で述べたフィード・フォワ

ードの論理を導出することができる．新たな情報Ｅ（ｎ）を起点

として，４の【２】に記す ℓＰ₂／ℓＰ₁の比率に起因する起点Ｅ

（ｎ）の視点に立って，１つ後のＥ（ｎ+1），２つ後のＥ（ｎ+2），

３つ後のＥ（ｎ+3），・・，m 個後の情報Ｅ（ｎ+ｍ），に対して，

次々にネットワークが形成される．そのプロセスは，過去の［今］

［ここ］で生じた原因から，現前の［今］［ここ］で生じた結果を

推論する順行推論のプロセスである． 

（２）Ｅ（ｎ）とＥ（ｎ+1）が準位１／ＦＬで融合し，生じた時

間の情報または空間の情報がＥ（ｎ）・Ｅ（ｎ+1）の区間に表象さ

れると共に，生じた空間の情報または時間の情報は，次のＥ（ｎ

+1）・Ｅ（ｎ+2）の区間に表象される．Ｅ（ｎ）の準位は（１−Ｃ

Ｌ）に，Ｅ（ｎ+1）の準位は（ＦＬ＋ＣＬ）に変わる． 

（３）Ｅ（ｎ+1）とＥ（ｎ+2）が準位（ＦＬ＋ＣＬ）／ＦＬ（Ｆ

Ｌ＋ＣＬ）で融合し，生じた空間の情報または時間の情報がＥ（ｎ

+1）・Ｅ（ｎ+2）の区間に重ねて表象されると共に，生じた時間の

情報または空間の情報は，次のＥ（ｎ+2）・Ｅ（ｎ+3）の区間に表

象される．Ｅ（ｎ+1）の準位は（ＦＬ＋ＣＬ）− ＣＬ（ＦＬ＋Ｃ

Ｌ）に，Ｅ（ｎ+2）の準位はＦＬ（ＦＬ＋ＣＬ）＋ＣＬ（ＦＬ＋

ＣＬ）＝（ＦＬ＋ＣＬ）２＝ＦＬに変わる． 

（４）Ｅ（ｎ+2）とＥ（ｎ+３）が準位ＦＬ／ＦＬ２＝１／ＦＬで

融合し，生じた時間の情報または空間の情報がＥ（ｎ+2）・Ｅ（ｎ

+３）の区間に重ねて表象されると共に，生じた空間の情報また

は時間の情報は，次のＥ（ｎ+３）・Ｅ（ｎ+４）の区間に表象され

る．Ｅ（ｎ+2）の準位は（ＦＬ−ＦＬ・ＣＬ）＝ＦＬ(1−ＣＬ)に，

Ｅ（ｎ+３）準位は（ＦＬ２＋ＦＬ・ＣＬ）＝ＦＬ（ＦＬ＋ＣＬ）

に変わる． 

（５）Ｅ（ｎ）の準位が（１−ＣＬ）で，Ｅ（ｎ+2）の準位は Ｆ

Ｌ( 1−ＣＬ)である．Ｅ（ｎ）とＥ（ｎ+2）の準位は １／ＦＬと

なるので，斜交的に融合し，生じた空間の情報または時間の情報

がＥ（ｎ）・Ｅ（ｎ+2）の区間に表象されると共に，生じた時間の

情報または空間の情報は，次のＥ（ｎ+2）・Ｅ（ｎ+３）の区間に

表象される．Ｅ（ｎ）の準位は（１−ＣＬ）−ＣＬ（１−ＣＬ）＝（１

−ＣＬ）（１−ＣＬ）＝（１−ＣＬ）２ に，Ｅ（ｎ+2）の準位はＦＬ

(1−ＣＬ)＋ＣＬ（１−ＣＬ）＝(1−ＣＬ)(ＦＬ+ＣＬ)に変わる． 

（６）そして一般に，起点Ｅ（ｎ）の準位が（１−ＣＬ）m−１で，

以後のＥ（ｎ＋m）の準位がＦＬ（１−ＣＬ）m−１であるとき，起点

Ｅ（ｎ）は，Ｅ（ｎ）の視点に立って，Ｅ（ｎ＋m）と準位１／Ｆ

Ｌで，コヒーレントで悉皆的に融合する．Ｅ（ｎ）の準位は（１

−ＣＬ）m−1 −ＣＬ（１−ＣＬ）m−1 に，Ｅ（ｎ＋m）の準位は ＦＬ

（１−ＣＬ）m−1 +ＣＬ（１−ＣＬ）m−1 に変わる． 

【２】『ラティスの構造モデル』からフィード・バックのネット

ワークの論理を導出する． 

（１）『自然の循環と融合の論理』を表わす『ラティスの構造モデ

ル』の四式から，次のようにして，８で述べたフィード・バック

の論理を導出することができる.新たな情報Ｎnを起点として，４

の【２】に記す ℓＰ₂／ℓＰ₁の比率に起因する起点Ｎ（ｎ）の視点

に立って，１つ前のＮ（ｎ−1），２つ前のＮ（ｎ−2），３つ前のＮ

（ｎ−3），・・，m 個前の情報Ｎ（ｎ−ｍ），に対して，次々にネッ

トワークが形成される．そのプロセスは，現前の［今］［ここ］で

生じた結果から，過去の［今］［ここ］で生じた原因を推論する逆

行推論のプロセスである． 

（２）Ｎ（ｎ）とＮ（ｎ−1）が準位１／ＦＬで融合し，生じた空

間の情報または時間の情報がＮ（ｎ）・Ｎ（ｎ−1）の区間に表象さ

れると共に，生じた時間の情報または空間の情報は，次のＮ（ｎ

−1）・Ｎ（ｎ−2）の区間に表象される．Ｎ（ｎ）の準位は（１−Ｃ

Ｌ）に，Ｎ（ｎ−1）の準位は（ＦＬ＋ＣＬ）に変わる． 

（３）Ｎ（ｎ−1）とＮ（ｎ−2）が準位（ＦＬ＋ＣＬ）／ＦＬ（Ｆ

Ｌ＋ＣＬ）で融合し，生じた時間の情報または空間の情報がＮ（ｎ

−1）・Ｎ（ｎ−2）の区間に重ねて表象されると共に，生じた空間の

情報または時間の情報は，次のＮ（ｎ−2）・Ｎ（ｎ−3）の区間に表

象される．Ｎ（ｎ−1）の準位は（ＦＬ＋ＣＬ）− ＣＬ（ＦＬ＋Ｃ

Ｌ）に，（ｎ−2）の準位はＦＬ（ＦＬ＋ＣＬ）＋ＣＬ（ＦＬ＋ＣＬ）

＝（ＦＬ＋ＣＬ）２＝ＦＬに変わる． 

（４）Ｎ（ｎ−2）とＮ（ｎ−３）が準位ＦＬ／ＦＬ２＝１／ＦＬで

融合し，生じた空間の情報または時間の情報がＮ（ｎ−2）・Ｎ（ｎ

−３）の区間に重ねて表象されると共に，生じた時間の情報また

は空間の情報は，次のＮ（ｎ−３）・Ｎ（ｎ−４）の区間に表象され

る．Ｎ（ｎ−2）の準位は（ＦＬ−ＦＬ・ＣＬ）＝ＦＬ(1−ＣＬ)に，

Ｎ（ｎ−３）準位は（ＦＬ２＋ＦＬ・ＣＬ）＝ＦＬ（ＦＬ＋ＣＬ）

に変わる． 

（５）Ｎ（ｎ）の準位が（１−ＣＬ）で，Ｎ（ｎ−2）の準位は Ｆ

Ｌ( 1−ＣＬ)である．Ｎ（ｎ）とＮ（ｎ−2）の準位は １／ＦＬと

なるので，斜交的に融合し，生じた時間の情報または空間の情報

がＮ（ｎ）・Ｎ（ｎ−2）の区間に表象されると共に，生じた空間の

情報または時間の情報は，次のＮ（ｎ−2）・Ｎ（ｎ−３）の区間に

表象される．Ｎ（ｎ）の準位は（１−ＣＬ）−ＣＬ（１−ＣＬ）＝（１

−ＣＬ）（１−ＣＬ）＝（１−ＣＬ）２ に，Ｎ（ｎ−2）の準位はＦＬ

(1−ＣＬ)＋ＣＬ（１−ＣＬ）＝(1−ＣＬ)(ＦＬ+ＣＬ)に変わる． 

（６）そして一般に，起点Ｎ（ｎ）の準位が（１−ＣＬ）m−１で，

以前のＮ（ｎ−m）の準位がＦＬ（１−ＣＬ）m−１であるとき，起点

Ｎ（ｎ）は，Ｎ（ｎ）の視点に立って，Ｎn−mと準位１／ＦＬで，

コヒーレントで悉皆的に融合する．Ｎ（ｎ）の準位は（１−ＣＬ）
m−1 −ＣＬ（１−ＣＬ）m−1 に，Ｎ（ｎ−m）の準位は ＦＬ（１−ＣＬ）
m−1 +ＣＬ（１−ＣＬ）m−1 に変わる． 

 

１１ 『人間の全方位の持続可能な思考と行動のモデル』 

（Model of Omni-directional Thought and Behavior of Humans for 

Sustainability）を考える 

われわれが全方位の営みに保存の方向性（普遍性）と変革の方

向性（発展性）が調和する世界を実現することが, システムの持

続可能性を進化させ，その縮退を防ぐことにつながる． 

【１】起(begin)＝生成 ： アクションを重ねて，下部構造に，

起・承・転・結の循環的なストーリー構造を紡ぎ出し,高深度・

広域・高次の知識と行動を形成して実行し蓄積しながら,前なる 

[結＝収束]を想起し,次なる [承＝継続]を想像し予期して,テー



マを発意し方向づける． 

（１）[重負担からの脱却と生存の効率化を図る]の情報処理フ

レームは相補的な２項から成り立つ. 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：生存のための資

源・エネルギー・情報の利用効率の向上を図る 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：資源・エネルギー・情

報の活用効果を高めて生存を脅かしている重苦や重負担からの

脱却を図る 

（２）[多能なイニシアティブと英明なコーディネーションを確

保する]の情報処理フレームは,相補的な２項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：注意の制約を前提

に個人やリーダーの能力の限界を補完して課題を掘り下げる 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：多能化をめざして個

人やリーダーが自己の能力の限界を打破して課題を拡張する 

（３）[理解と働きかけのコンセプトを構築し,実行・検証して

更新する]の情報処理フレームは相補的な２項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：現に生存する時

間・空間領域での生存と進化のコンセプトを構築し,実行・検証

して更新する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：より大きな時間・

空間領域での生存と進化のコンセプトを構築し,実行・検証して

更新する 

【２】 承(succeed)＝継続 ： 経験と学習を重ねて,下部構造に，

起・承・転・結の循環的なストーリー構造を紡ぎ出し，高深

度・広域・高次の知識と行動を形成して実行し蓄積しながら，

前なる[起＝生成]を想起し,次なる [転＝変化]を想像し予期し

て,テーマを深化し拡張する. 

（１）[事業分野の拡大と深化を図る]の情報処理フレームは,相

補的な２項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：事業分野の深さを

追求する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：事業分野の拡がりを追

求する 

（２）[機能分野の拡大と深化を図る]の情報処理フレームは,相

補的な２項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：機能分野の深さを

追求する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：機能分野の拡がりを追

求する 

（３）[知見分野の拡大と深化を図る]の情報処理フレームは,相

補的な２項から成り立つ 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：知見分野の深さを

追求する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：知見分野の拡がり追求

する 

【３】転(change)＝変化 ： 部分と全体の整合化へ擦り合わせを

重ねて,下部構造に,起・承・転・結の循環的なストーリー構造

を紡ぎ出し，高深度・広域・高次の知識と行動を形成して実行

し蓄積しながら，前なる[承＝継続]を想起し,次なる [結＝収

束]を想像し予期して,テーマに有意なより高深度・より広域・

より高次のより普遍的な（universal）知識と行動を構成する． 

（１）[人為を自然のル－ルに適合させる]の情報処理フレーム

は相補的な２項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：人為の自然のルー

ルへの不適合度を下げる 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：人為の自然のルール

への適合度を上げる 

（２）[トータルなコントロールを働きかけ受け入れる]の情報

処理フレームは相補的な２項から成り立つ. 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：他の機能・事業・知見

からトータルなコントロールを自らに受け入れる 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：自らの機能・事

業・知見からトータルなコントロールを他に働きかける 

（３）[時間・空間領域の部分と全体の間に矛盾のない最適化を

実現する]の情報処理フレームは相補的な２項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：短期・小域と中

期・中域の間に矛盾のない理解と働きかけを実現する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：中期・中域と長

期・大域の間に矛盾のない理解と働きかけを実現する 

【４】結(conclude)＝収束 ： 能力開発と人材育成を重ねて,下部

構造に，起・承・転・結の循環的なストーリー構造を紡ぎ出

し，高深度・広域・高次の知識と行動を形成して実行し蓄積し

ながら，前なる[転＝変化]を想起し,次なる[起＝生成]を想像し

予期して, テーマに有意なより高深度・より広域・より高次の

普遍的な（universal）知識と行動を実行に移すと共にテーマに有

意なより高深度・より広域・より高次のより普遍的（universal）  

な知識と行動の見直しと改善を図る． 

（１）[組織責任者ならびに独創専門家としての自らの能力を開

発し,後進の能力を育成する]の情報処理フレームは,相補的な２

項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）: 組織の運営責任者と

して自らの能力を開発し，後進の能力を育成する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）： 独創のできる専門

家として自らの能力を開発し，後進の能力を育成する 

（２）[自らの研究開発をする能力ならびに導入活用をする能力

を開発し，後進の能力を育成する]の情報処理フレームは，相補

的な２項から成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：導入活用をする自らの

能力を開発し,後進の能力を育成する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：研究開発をする自ら

の能力を開発し，後進の能力を育成する 

（３）[一貫経験と職種転換を共に重視して自らの能力を開発

し，後進の育成を図る]の情報処理フレームは,相補的な２項か

ら成り立つ． 

①「深化し分析するフレーム」（ＸorＹ）：同職種での一貫経験

を重視して自らの能力を開発し，後進の能力を育成する 

②「拡張し構成するフレーム」（ＸandＹ）：異職種への職務転換

を重視して自らの能力を開発し，後進の能力を育成する 


